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冬
の

風
景

南須釡厄払い

中地区三世代交流

難しいなぁ（公民館の門松づくり教室）

プレゼントは何かな（クックの森クリスマス会）

夢はオリンピック（元気スポーツクラブのソフトボール講習会）

小高  高原阿弥陀如来講での甘酒の振る舞い
あみだにょらいこう
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玉
川
村
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月

７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や

改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
10

件
、
議
員
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。

あらまし

［
質
　
疑
］

12月定例議会
すべて原案の
とおり可決

塩
澤
議
員

　

財
産
管
理
費
、
駐
車
場
整

備
工
事
３
２
９
万
９
千
円
の

場
所
等
の
詳
細
は
。

総
務
課
長　
職
員
駐
車

場
南
側
の
借
地
契
約
の
更
新

が
で
き
な
い
た
め
、
境
界
地

に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
経

費
。

問　
総
務
費
給
料
２
２
３

万
７
千
円
の
減
額
の
理
由

は
。総

務
課
長　
育
児
休
暇

中
の
職
員
分
を
年
間
の
予
算

と
し
て
計
上
し
て
い
た
が
、

年
度
内
に
は
復
帰
し
な
い
た

め
。　

問　
農
林
水
産
業
費
の
農

用
水
利
施
設
修
繕
工
事
２
３

３
万
２
千
円
の
場
所
等
の
詳

細
は
。

地
域
整
備
課
長　
場
所

は
岩
法
寺
上
代
地
内
の
用
水

路
の
補
修
工
事
で
、排
水
口
、

集
水
マ
ス
等
の
修
繕
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

予
算
総
額
38
億
１
、２
７
２
万
円
に

更新できなかった職員駐車場部分

岩法寺上代地内の用水路

小
林
議
員

問　
ふ
る
さ
と
納
税
記
念

品
５
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ

て
い
る
が
、
国
に
お
い
て

は
、
30
％
以
内
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
金
額
は
42
％
に

な
り
反
し
て
い
る
の
で
は
。

総
務
課
長　
全
国
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
、
返

礼
品
の
送
料
も
含
ま
れ
て

い
る
。
返
礼
品
の
金
額
は
、
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普通教室となる現在のパソコン室

酒井裕之氏

ふるさと納税返礼品の見本

30
％
以
内
に
し
て
い
る
。

問　
玉
川
第
一
小
学
校
費

修
繕
料
１
９
９
万
６
千
円
の

内
容
は
。

教
育
課
長　
玉
川
第
一

小
学
校
の
普
通
教
室
を
増
や

す
た
め
。
現
在
の
６
年
生
は

１
ク
ラ
ス
で
、
６
年
生
以
外

は
２
ク
ラ
ス
の
合
計
11
教
室

だ
が
、
来
年
の
１
年
生
は
２

ク
ラ
ス
に
な
る
た
め
に
12
教

室
が
必
要
と
な
る
の
で
、
現

在
の
パ
ソ
コ
ン
室
を
普
通
教

室
に
す
る
た
め
の
費
用
。

問　
職
員
駐
車
場
の
地
権

者
と
の
契
約
が
更
新
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

代
わ
り
の
駐
車
場
は
ど
う
す

る
の
か
。

総
務
課
長　
今
の
と
こ

ろ
は
、
何
か
行
事
が
な
い
場

合
は
現
状
で
足
り
る
。

問　
地
権
者
と
の
合
意
に

至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

総
務
課
長　
金
額
の
理

由
に
よ
る
。

石
井
議
員

問　
児
童
福
祉
費
、

委
託
料
１
４
８
万
円

の
子
ど
も
、
子
育
て

支
援
事
業
計
画
ニ
ー

ズ
調
査
委
託
料
と
は

何
か
。

教
育
課
長　
現
在
の

31
年
度
ま
で
を
１
期

計
画
と
す
る
玉
川
村

子
ど
も
子
育
て
計
画

が
、
平
成
32
年
か
ら

２
期
計
画
と
な
る
た

め
、
平
成
31
年
度
中

の
計
画
策
定
に
向
け
、

子
ど
も
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
う
も
の
。
対
象
者
６

７
７
人
、
４
１
４
世
帯
。

大
和
田
議
員

問　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
５
０
０
万
円
の
増
額
は
、

見
通
し
が
あ
っ
て
の
金
額

か
。総

務
課
長　
予
算
額
を

超
え
て
い
る
た
め
、
今
回
５

０
０
万
円
を
追
加
し
た
。

小
林
議
員

問　
今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
増
え
る
金
額
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
平
均
給
与
額

は
い
く
ら
か
。

総
務
課
長　
一
般
職
、

特
別
職
合
わ
せ
て
必
要
に
な

る
金
額
は
２
７
５
万
円
、
議

会
１
５
万
９
千
円
、
合
わ
せ

て
２
９
０
万
９
千
円
と
な

る
。

　
平
均
給
与
額
は
出
し
て
い

な
い
が
、平
均
昇
給
率
は
０・

１
％
に
な
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
改
正

第２回臨時会
　平 30年 11月５日に第２回臨時会が
開催され、任期満了となる玉川村教育
委員会委員に酒井裕之氏（川辺）が全会
一致で同意されました。

［
質
　
疑
］
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審議議案一覧　　全会一致で賛成のため個別の賛否は省略しました。

議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第54号
玉川村地方活力向上地域における
固定資産税の課税免除及び不均一
課税に関する条例の制定について

可決 地域再生法及び関係省令の一部改正に伴い、条例
を制定するもの

議案第55号 村長等の給与に関する条例の一部
改正について 可決 村長等の期末手当の支給率を引き上げる改正

議案第56号
議会議員の議員報酬、期末手当及
び費用弁償に関する条例の一部改
正について

可決 議会議員の期末手当の支給率を引き上げる改正

議案第57号 職員の給与に関する条例の一部改正
について 可決 職員の給料表及び勤勉手当等の改定に係る改正

議案第58号 玉川村ひとり親家庭医療費の助成
に関する条例の一部改正について 可決 福島県ひとり親家庭医療費助成事業補助金交付

要綱の一部改正に伴う改正

議案第59号 平成 30 年度玉川村一般会計補正
予算（第３号）について 可決 歳入歳出それぞれ 3,909 万 5 千円追加し、予算

総額を 38 億 1,272 万 1 千円とするもの

議案第60号 平成 30 年度玉川村介護保険特別
会計補正予算（第３号）について 可決 歳入歳出それぞれ 2,442 万円を追加し、予算総

額を 6億 574 万 2 千円とするもの

議案第61号 平成 30 年度玉川村上水道事業会
計補正予算（第２号）について 可決 給与改定に伴う人件費の補正で、予算総額に変

更はない

議案第62号 福島県市町村総合事務組合規約の
変更について 可決 地方自治法の改正に伴う変更

議案第63号
郡山市と玉川村との連携中枢都市
圏形成に係る連携協約の締結に関
する協議について

可決
こおりやま広域連携中枢都市圏の形成に向け、
連携協約の締結に関する協議を行うため、議会
の議決を求めるもの

発議第 4号 玉川村議会傍聴規則の一部改正に
ついて 可決 会議の傍聴手続きの際に記入しなければならな

い傍聴人受付簿を傍聴人受付票に改めるもの

※読みやすくするため、議案名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　12月定例会の傍聴人数11人（平成30年累計傍聴人数41人）
次回の定例会３月中旬を予定

玉川村議会 12月定例会



（6）平成31年１月31日 議 会 だ よ り

村政ここがききたい
村の答え

は？

一般質問：議員が村長などの執行機関に対し、行政全般にわたる施
策の状況や方針などについて、説明、報告を求めること

一
般
質
問

問　
当
初
公
園
用
地
と
し

て
村
が
取
得
し
た
認
定
こ
ど

も
園
ク
ッ
ク
の
森
の
南
側
山

林
の
部
分
に
つ
い
て
、
整
備

計
画
の
説
明
で
は
、
森
林
公

園
と
し
て
整
備
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
利
活
用
に

つ
い
て
改
め
て
村
と
し
て
の

考
え
を
伺
う
。

答　
今
後
周
辺
の
土
地
と

合
わ
せ
た
形
で
の
事
業
の

実
施
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
。
開
発
行
為
の
申
請

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
の
で
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
計
画
的

に
進
め
た
い
。

問　
特
に
安
全
の
た
め
の

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
水
路
は
何
カ
所

く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
現
時
点
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問　
危
険
と
思
わ
れ
る
場

所
の
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答　
各
行
政
区
と
協
議
を

し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
た
い
。

Ｑ運動公園南側の山林の
利活用について

Ａ現時点では利活用の予
定はない

Ｑ用水路の安全対策につ
いて

Ａ各行政区と協議しなが
ら進めたい

田子武幸 議員

認定こども園クックの森の南側山林

危険性が潜む水路 幅が広い水路
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問　
横
断
歩
道
、
外
側
線

の
消
え
て
い
る
所
は
。

答　
横
断
歩
道
は
県
警
察
、

村
道
路
側
線
は
村
の
管
理

で
、
交
通
安
全
施
設
整
備
工

事
と
し
て
、
通
学
路
を
含
め

て
検
討
し
対
応
す
る
。

問　
道
幅
を
狭
め
て
い
る

迫
り
出
た
土
砂
の
除
去
は
。

答　
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
を

活
用
し
て
対
応
す
る
。

問　
側
溝
集
水
マ
ス
、
横

断
溝
堆
積
土
砂
の
除
去
は
。

一
般
質
問

答　
地
区
対
応
困
難
個
所

は
現
地
確
認
し
除
去
す
る
。

問　
通
告
後
に
除
去
し
た

の
は
、
維
持
管
理
の
必
要
性

を
認
め
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　
そ
う
す
べ
き
と
い
う

こ
と
で
実
施
し
た
。

問　
村
道
Ⅱ
―
２
号
線
、

岩
法
寺
上
代
北
側
へ
の
、
側

溝
布
設
の
考
え
は
。

答　
今
後
要
望
が
出
た
ら

総
合
的
に
検
討
す
る
。

問　
の
り
面
に
生
い
茂
っ

た
木
々
の
伐
採
は
。

答　
個
人
所
有
は
個
人
、

村
所
有
は
村
で
順
次
伐
採
。

問　
道
路
敷
地
内
の
り
面

は
適
正
な
管
理
か
。

答　
現
地
を
確
認
し
総
合

的
に
判
断
し
対
応
す
る
。

問　
危
険
な
路
肩
、
路
面

の
穴
の
修
繕
は
。

答　
現
地
確
認
し
修
繕
方

法
等
の
検
討
を
行
い
順
次
対

応
す
る
。
路
面
補
修
は
補
助

事
業
等
も
含
め
対
応
。

問　
乙
字
ヶ
滝
公
園
内
、

桜
の
枯
れ
枝
伐
採
と
新
た
な

植
栽
の
考
え
は
。

問　
登
下
校
は
予
想
を
超

え
る
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ

と
も
想
定
す
る
必
要
が
あ

り
、
対
策
を
伺
う
。

答　
通
学
路
は
安
全
第
一
。

児
童
生
徒
歩
行
者
に
危
険
が

及
ぶ
恐
れ
が
あ
れ
ば
対
策
を

講
じ
る
。

問　
不
審
者
に
よ
る
声
掛

け
事
案
に
対
し
て
は
。

答　
職
員
の
見
回
り
、
広

報
無
線
で
村
民
へ
周
知
、
児

童
生
徒
の
生
活
指
導
、
関
係

各
位
の
協
力
で
対
策
に
努
め

た
。
今
後
も
油
断
な
く
万
全

を
期
す
。

問　
通
学
路
に
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
、

ま
た
予
想
さ
れ
る
倒
木
の
危

険
対
策
は
。

答　
学
校
敷
地
内
に
は
無

い
が
地
域
の
各
所
に
点
在
。

鉄
筋
の
有
無
は
判
断
つ
か
な

い
。
地
震
発
生
時
は
速
や
か

に
離
れ
る
よ
う
指
導
。
倒
木

対
策
は
村
有
地
に
あ
る
物
は

村
が
対
応
す
る
。

答　
枯
れ
枝
処
理
は
、
所

有
者
か
ら
相
談
あ
れ
ば
出
来

る
も
の
は
検
討
す
る
。
地
元

が
植
栽
や
、
維
持
管
理
を
す

れ
ば
苗
木
の
手
配
は
可
能
。

問　
枯
れ
枝
が
折
れ
て
人
、

物
に
害
を
与
え
た
場
合
の
責

任
は
。

答　
桜
木
の
所
有
者
で
、

村
の
総
合
保
険
で
の
対
応
は

不
可
能
と
思
う
が
、
適
応
可

能
か
調
査
す
る
。

問　
土
地
所
有
者
は
岩
峯

寺
と
な
っ
て
い
る
が
公
衆
ト

イ
レ
、
看
板
設
置
は
使
用
貸

借
、
ま
た
は
借
地
契
約
を
締

結
し
て
い
る
の
か
。

答　
無
償
貸
与
の
契
約
を

結
ん
で
い
る
。
ト
イ
レ
、
遊

歩
道
は
設
置
の
了
承
を
得
て

い
る
。

Ｑ通学路の安全対策
について

Ａ危険がある場合、
対策を講じる

危険な路肩

通行に支障を来すのり面の木

Ｑ村道、公園の維持管理
について

Ａ道路補修員および作業
員で対応

小林徳清 議員
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問　
平
成
31
年
は
、
村
民

に
直
結
す
る
村
長
選
が
あ

る
。
来
春
４
月
に
３
期
12
年

の
任
期
が
終
了
す
る
が
、
村

長
選
４
期
目
へ
の
出
馬
は
あ

る
か
。

答　
村
民
お
よ
び
後
援
会

の
支
持
が
得
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
出
馬
し
た
い
。

問　
平
成
31
年
度
予
算
編

成
の
基
本
方
針
は
何
か
。

答　
「
未
来
が
輝
く
む
ら
づ

く
り
、
元
気
な
、
た
ま
か
わ
」

の
実
現
に
向
け
て
、
子
育
て

支
援
、
移
住
定
住
対
策
、
産

業
振
興
、
村
民
福
祉
等
重
点

施
策
を
積
極
的
に
取
り
組

む
。

問　
基
本
方
針
に
基
づ
く

主
な
事
業
は
何
か
。

答　
現
在
、
各
課
の
予
算

編
成
作
業
中
で
あ
り
、
具
体

的
な
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
。

問　
村
道
中
―
17
号
線
の

整
備
で
、
地
権
者
と
の
問
題

が
解
決
さ
れ
た
が
、
31
年
度

予
算
編
成
に
組
み
入
れ
ら
れ

る
か
。

答　
難
し
い
補
助
事
業
で

あ
る
が
、
組
み
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
。

問　
玉
川
地
区
、
集
落
排

水
事
業
の
処
理
場
設
置
は
決

ま
っ
た
の
か
。

Ｑ村長選４期目の出馬は
Ａ村民の支持があれば出馬

小針竹千代 議員

答　
現
在
、
地
権
者
と
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
段
階
。

問　
32
年
中
学
校
統
合
に

向
け
、
統
合
検
討
部
会
等
で

決
ま
っ
た
こ
と
は
。

答　
校
名
が
玉
川
中
学
校

と
決
ま
っ
た
。

問　
ひ
ら
た
清
風
中
学
校
統

合
で
は
、
２
，
３
年
生
に
新

し
い
制
服
を
無
償
支
給
し
た

が
、
玉
川
村
に
お
い
て
も
そ

う
で
き
な
い
か
。

答　
今
は
、考
え
て
い
な
い
。

問　
統
合
後
の
交
通
手
段
と

し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運

行
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
バ

ス
購
入
か
、
業
者
に
委
託
か
。

答　
今
は
そ
こ
ま
で
決
ま
っ

て
い
な
い
。

Ｑ給食センターは須釜小
の敷地でいいのか

Ａ須釜小の敷地内とする

現在の東部給食センター

統合する中学校の制服サンプル

問　
小
中
学
校
統
合
は
、

中
学
校
を
最
優
先
し
、
そ
の

後
、小
学
校
を
進
め
て
い
く
。

そ
し
て
、
将
来
、
小
学
校
が

統
合
す
る
場
合
、
小
学
校
、

中
学
校
同
一
施
設
の
校
舎
を

検
討
と
し
た
と
き
、
認
定
こ

ど
も
園
周
辺
が
望
ま
し
い
の

で
は
。

そ
う
な
る
と
、
給
食
セ
ン

タ
ー
も
認
定
こ
ど
も
園
周
辺

が
い
い
の
で
は
。

答　
浄
化
槽
設
置
工
事
な

ど
に
予
算
が
か
か
る
の
で
、

集
落
排
水
が
あ
る
場
所
が
い

い
と
選
定
し
た
。

一
般
質
問



（9） 平成31年１月31日議 会 だ よ り

石井清勝 議員

問　
賑
わ
い
創
生
事
業
構

想
の
中
で
は
旧
四
辻
分
校
地

域
の
基
本
計
画
だ
け
で
あ
っ

た
。
９
月
よ
り
乙
字
ヶ
滝
か

わ
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

が
で
き
、
現
在
ワ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
る
。
予
算
が
か
か

る
の
で
地
方
創
生
交
付
金
の

活
用
が
で
き
な
い
か
。

答　
資
源
の
有
効
利
活
用

ま
た
、
観
光
資
源
と
な
る
地

域
資
源
の
活
用
を
図
る
。

問　
今
年
30
周
年
を
迎
え

る
節
目
で
中
止
を
し
て
、
新

た
な
交
流
の
仕
方
の
考
え
は

Ｑ観光資源について
Ａ地域資源の活用を
図る

Ｑ日華親善事業に
ついて

Ａ相互交流を図っ
ていく

Ｑ加工施設と６次化産業生産体制
について

Ａ後継者問題の解決に

な
い
か
伺
う
。

答　
30
周
年
を
迎
え
て
訪

れ
た
方
々
は
４
１
２
名
で
、

村
か
ら
５
３
０
名
訪
問
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
で
の

相
互
交
流
が
図
ら
れ
て
お

村民の商品開発を後押しする加工施設

観光整備が期待される乙字ケ滝

破損したままの「水辺の楽校」プロジェクト跡地

り
、
大
き
な
財
産
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
交
流

継
続
に
つ
い
て
も
、
十
分
な

話
し
合
い
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
加
工
施
設
を
利
用
し

て
の
販
売
数
と
使
用
料
は
。

ま
た
商
品
開
発
が
行
わ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

答　
11
月
現
在
、
品
数
は

53
品
で
44
万
円
。
今
後
、
後

継
者
問
題
の
解
決
に
も
つ
な

が
る
事
業
を
し
て
い
く
。

一
般
質
問



（10）平成31年１月31日 議 会 だ よ り

広報委員会ってなぁーに？

議会運営委員会ってなぁーに？

議会のことを住民に知ってもらう。
議会の役割を理解してもらう。

第１回委員会　11月28日　
前回の反省点・改善点の検証
全体の割り付け　編集日程の決定
写真の題材決定
各ページの担当委員を割り付け
村民の声の原稿依頼
行事等の写真を撮影する
一般質問者は原稿と写真を準備する

第２回委員会　１月11日

掲載写真の選定作業
進捗状況の確認

今回の広報発行までの工程

●議会毎に年４回発行

第３回委員会　最終校正　１月21日

全体の校正確認
誤字、脱字、数字の確認
印刷　ゴール

１月 31日発行

何をするの
目　的

名前は 議会広報編集特別委員会

委員会について調べてみたよ

写真の選定作業のようす

議会運営委員会のようす

　議会運営委員会は、議会を円滑
に、そして効率的に運営するために
置かれた委員会です。
　議会の開会前に会議を開催し、
議会の会期や議案、審議日程など、
議会運営全般にわたる協議を行い
ます。



議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
等
を
視
察

11
月
８
日
、９
日

常
任
委
員
会
の
合
同
視
察
研
修

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
と
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

で
は
、
合
同
に
よ
る
視
察
研

修
を
11
月
８
日
、
９
日
に
行

い
ま
し
た
。

　

８
日
は
、
埼
玉
県
に
あ
る

会
議
録
研
究
所
埼
玉
営
業
所

を
訪
問
し
、
議
会
中
継
シ
ス

テ
ム
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
れ
ば
、
議
場
に
足
を
運
ぶ

こ
と
な
く
、
ど
こ
に
い
て
も

気
軽
に
議
会
の
よ
う
す
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
会
議
録
の
印
刷
製
本

の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

９
日
は
、
市
ヶ
谷
に
あ
る

同
研
究
所
東
京
本
社
で
、
話

し
て
い
る
言
葉
が
文
字
に
変

換
さ
れ
、
表
示
さ
れ
る
音
声

認
識
シ
ス
テ
ム
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
急
速
に
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
議
会
の
映
像

配
信
に
よ
る
公
開
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
。今
回
の
研
修
を
契
機
に
、

こ
れ
か
ら
の
開
か
れ
た
議
会

と
し
て
の
在
り
方
と
議
会
運

営
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
か
が
今
後
の

課
題
で
す
。

（11） 平成31年１月31日議 会 だ よ り

委員会
活　動

ひらた清風中学校での研修のようす

音声認識システム実演デモに臨む（本社）

会議録調製の説明を受ける（埼玉営業所）

タブレットを使用してペーパーレス会議システム実演デモに臨む（本社）
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（12）平成31年１月31日 議 会 だ よ り

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
、
村
議
会

議
員（
議
会
広
報
委
員
）も
残
り
一

年
と
な
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に

議
会
を
少
し
で
も
理
解
と
、
興
味

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
議
会
広

報
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
方
も
少
し
で
も
多
く
の

方
に
、
登
場
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
は
、
玉
川
村
に
お
い

て
も
、
村
長
選
、
中
学
校
統
合
に

向
け
て
大
事
な
年
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
幸
多
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。

�

（
小
針
竹
千
代
）

　たまかわっ子誕生祝金や子育て支援給付金
等の補助金、そして保健センターでの手厚い
支援が受けられ、とても助かっています。

　人口減少をはじめ、空き家や耕作放棄地
などの問題は村内だけでの解決は難しい状
況と伺っております。近隣市町村の行政や
企業との連携強化を期待します。

　子育て世代の観点から、多世代交流施設が
あったらどうでしょうか。子供の屋内外遊び
場、中高生の学習の場、大人向けのセミナー
や体験型講座（一時的な託児室がある）、高齢
者の憩いの場がそろった場所は村内の方に喜
んでもらえるのはもちろん、村外のかたがた
にも来てもらえると村の良いPRになると思
います。中学校校舎の再活用という手もある
と思います。

　まちづくり研究会にて先日は「村に砂場が
ない !」という意見が出ました。子育て中は
公に意見を言う時間がないですし、時間がで
きたころには記憶が風化してしまっていま
す。中高生を含めた子育て、その世代の声を
どう聴くのか、生かしていくのか、まだまだ
声が届きにくいと感じています。
　ぜひ声が届く環境をお願いします。そして、
ぜひこの研究会の会議を見にきていただきた
いと思います。

◦子育て支援について◦住みよい村づくりについて

◦村に対して

◦議会に対して

高
たかはら
原　聖

せい
香
か
さん
（小高）

堀
ほりこし
越　美

み ほ
保さん
（南須釜）

お団子食べたいな（たまかわクックの森園児による団子さし）

早咲きの日本水仙


